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　茨 城 大 学：山村靖夫
　東 邦 大 学：丸田恵美子
　静 岡 大 学：増沢武弘
　北 里 大 学：坂田　剛





















































































































































































































































調査地 ヒメネズミ アカネズミ スミスネズミ 合計
鷹 丸 尾 8 2 5 15
剣 丸 尾 12 3 0 15
青木ヶ原 15 0 3 18



























1 2007年 8 月16日 ♂ 70 924 1410
2 2007年 9 月 3 日 ♂ 40 649 1370
表 2．ツキノワグマの捕獲計測記録
図 6．捕獲したツキノワグマ。外部計測の後、麻酔を




























　栃木県　日光市 26～30 19.5～21.3 Kanazawa（1982）
　岐阜県　白川村 46.6 17.2 溝口ほか（1997）
　岐阜県　根尾村 31.5 24.1 吉田ほか（2003）
　山梨県　鳴沢村 8.2 10.6 本研究
凶作年
　栃木県　日光市 26～30 0.1～19.5 Kanazawa（1982）
　岐阜県　白川村 46.6 0.1～4.8 溝口ほか（1997）
　岐阜県　根尾村 31.5 0.5～6.2 吉田ほか（2003）







環 境 生 理 学 研 究 室：永井正則・石田光男・
　　　　　　　　　　　　　　齋藤順子
人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎


























（Profile of Mood State）を用いて主観的気分を、心理






















































































































人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎
環 境 計 画 学 研 究 室：杉田幹夫
早川町日本上流文化圏研究所：鞍打大輔・柴田彩子
㈱ 生 態 計 画 研 究 所：小河原孝生・中村忠昌
北 海 道 大 学：山内太郎






















































































































































































































































































































環 境 資 源 学 研 究 室：齊藤奈々子
































































































































































































　図 1 に県内における1995年～2007年夏季（ 7 ～ 9 月）
を対象とした熱中症（または熱中症の疑い）による救急
搬送者数注 1 ）の年推移を示す。この図より、期間の始ま














学校が保有している百葉箱（図 4 ）に設置し注 2 ）自然通
風状態において10分間隔でデータ収録した。


























































































注 1 ） 熱中症による救急搬送者数データは、県消防防災
課によって収集されたものである。




注 3 ） http://pc035.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/̃sagara/geocode/
（CSVアドレスマッチングサービス）を利用し熱
中症発生地点の経緯度を取得した。















































































































































































　茨 城 大 学：山村靖夫・齋藤良充
　東 邦 大 学：丸田恵美子・来間直也




































































































































































　その結果、シバスゲ（Carex nervata Franch. et Savat.）、
カリヤスモドキ（Miscanthus oligostachyus Stapf ）、オ
オ ア ブ ラ ス ス キ（Spodiopogon sibiricus Trin. ）、ト ダ
シバ（Arundinella hirta（ Thunb. ）C.Tanaka ）、ススキ












































































































































































































































































































































































































































カインTNF－α濃度をELISA法（Endogen Rat TNFα 
















































































調査地 男 女 合計
富士吉田市 126（119） 246（238） 372（357）
富士河口湖町 82 （57） 168（133） 250（190）
北杜市 102 （65） 123 （97） 225（162）





































































































































　環 境 資 源 学 研 究 室：齊藤奈々子・森　智和
























































年　度 H 4 年度 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
生 産 量 232 225 223 224 225 226 213 212 209 201 197 193 194
国内流通量 170 165 158 179 180 182 182 182 183 176 176 173 175
資 源 化 量 29.5 33.2 38.3 48.9 51.6 55.0 56.8 60.4 63.9 66.3 68.8 68.0 71.8























　工 学 院 大 学：佐藤貞夫






























































図 1．現行シナリオのプロセスフロー 図 2．新規シナリオのプロセスフロー
55
FRPの処理システムの機能単位として、「一ヶ月あたり














影 響 評 価 手 法（ LIME: Life -cycle Impact assessment 
Method based on Endpoint modeling）を用いて行った。




























































































































































































































































































































東 京 大 学：山本清龍
昭 和 大 学：伊藤良作・萩原康夫・桑原ゆかり




















































































































































































































































































































































































































林活動を行っており、2 ㎞圏内の学校では 8 校中 6 校が
複数回、1 校が年一回程度の活動を行っている。2 － 4
㎞圏では13校中 3 校が複数回、4 校が年一回の活動を行
っている。4 － 6 ㎞圏では 8 校中 3 校が複数回、1 校が










距離 毎月 毎学期 毎年 なし 計
隣接 1 1 2
‒ 2 ㎞ 1 2 1 4 8
2 ‒ 4 ㎞ 3 2 8 13
4 ‒ 6 ㎞ 1 3 4 8
6 ㎞‒ 3 1 4
1 7 9 18 35
2006年の利用状況
距離 毎月 毎学期 毎年 なし 計
隣接 1 1 2
‒ 2 ㎞ 1 5 1 1 8
2 ‒ 4 ㎞ 3 4 6 12
4 ‒ 6 ㎞ 1 2 1 4 8
6 ㎞‒ 2 2 4











































































































































































































































































































































































































































































































































　茨城大学理学部 4 年生、4 名
　首都大学大学院理学研究科博士課程 2 年生、1 名
　首都大学大学院理学部 5 年生、1 名
　静岡大学大学院理工学研究科修士課程 2 年生、1 名




生圏システム学専攻博士課程 5 年生、1 名
　山梨大学教育人間科学部
ソフトサイエンス学科 4 年生、1 名
環境生理学研究室
　山梨大学大学院医学工学総合教育部 1 年生、1 名
環境生化学研究室
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4 月   398   0（ 0）   398
5 月   597  65（ 3）   662
6 月   259  64（ 2）   323
7 月   536 128（ 5）   664
8 月 1,118   0（ 0） 1,118
9 月   575   0（ 0）   575
10月   398  57（ 4）   455
11月   278   0（ 0）   278
12月   172   0（ 0）   172
1 月   237  20（ 2）   257
2 月   148   0（ 0）   148
3 月   409   0（ 0）   409





















開催日：4 月28日～ 5 月 6 日（ 9 日間）
　　　　7 月21日～ 8 月19日（26日間）


























表 2‒A  利用団体数（種別） 表 2‒B  （地域別）
月 受講者数（団体数）
4 月    782（  7）
5 月  2,870（ 37）
6 月  1,681（ 28）
7 月  1,584（ 32）
8 月    743（ 22）
9 月  1,159（ 19）
10月  2,468（ 34）
11月    640（ 14）
12月     55（  2）
1 月    128（  3）
2 月    164（  4）






























































































　調査期間　平成19年 3 月 1 日～ 5 月 8 日
参加校数 報告数 開花報告日（最多）
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　第 5 号　 プロジェクト研究「都市化に伴う環境変化が
人の生活と健康に及ぼす影響に関する研究」
（平成14年10月発行）
　第 6 号　 プロジェクト研究「『自然環境』と共存した
『街』づくりの在り方に関する研究」（平成15
年 3 月発行）
　第 7 号　 特定研究「高原地域の環境が人の心と体に与
える効果に関する研究」（平成15年 7 月発行）
　第 8 号　 プロジェクト研究「富士五湖周辺の自然環境
変遷史に関する研究」（平成16年 2 月発行）




































































　第 6 回　平成19年 5 月11日（金）
　　　　　山梨県環境科学研究所

























　第 1 回　平成19年 8 月13（月）・14日（火）
　　　　　山梨県環境科学研究所

























































































































三 田村理子（茨城大学大学院理工学研究科・博士 3 年
生）：「雪崩攪乱による環境変化がシラビゾ稚樹の光合
成に与える影響」
伊 藤　理恵（静岡大学理学部・学部 4 年生）：「富士山森
林限界付近におけるイタドリ実生の移植実験」




滝 島　啓介（首都大学東京都市環境学部・地理学科 5 年
生）：「富士山北西斜面の樹木限界付近におけるパッチ
状群落の高度変化」
芹 沢　守也（茨城大学大学院理工学研究科・修士 1 年
生）：「富士山の森林限界におけるシラビゾの動態」


















　第 1 回　平成20年 2 月11日（月）
　　　　　山梨県環境科学研究所
　第 2 回　平成20年 2 月16日（土）
　　　　　山梨県環境科学研究所































成18年 9 月 1 日に第 2 回目のセミナーを山梨県環境科
学研究所で、平成18年12月13日に第 3 回目を山梨大学








































































　講師： J. ゲール  米国国立公園局ハワイ国立公園イ
ンタープリティション主任
　　　　L. フレザー  米国国立公園局ハーバーズ・フェ
リー・センター副管理監


















































4 月  2,828
5 月  9,584
6 月  5,160
7 月  5,474
8 月  5,805
9 月  4,237
10月  6,541
11月  2,665
12月    678
1 月  1,000
2 月    985

















































　　臨 時 職 員　　小　澤　亜由美
　　臨 時 職 員　　小　俣　友　美












　　臨 時 職 員　　石　原　　　諭












　　臨 時 職 員　　齋　藤　順　子












　　臨 時 職 員　　渡　邉　　　学




































































平成 4 年11月　　　 「環境科学研究機関設置準備室」を
環境局内に設置








































温 室 鉄骨造り　地上 1 階 101.286㎡





























冷 凍 庫 室 超低温槽（-150°C）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
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